
１．重要な会計方針

　(１)　固定資産の減価償却の方法
・建物 定額法
・建物附属設備 定率法（但し、平成２８年４月１日以降取得は定額法）
・構築物 定率法
・器具備品 定率法
・医療用器具備品 定率法
・ソフトウェア 定額法

　(２)　引当金の計上基準
   ・貸倒引当金 　 　 　 　

   ・退職給付引当金 　 　 　 　

   ・賞与引当金 　 　 　 　

　(３)　棚卸資産の評価基準及び評価方法
・貯蔵品 最終仕入原価法

　(４)　リース取引の処理方法
   リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リース取引については
   通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっている。

　(５)　消費税等の会計処理
 税抜方式で処理をしている。

２．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高
　　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

科　　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

基本財産
 土地 7,492,800 0 0 7,492,800

小　　計 7,492,800 0 0 7,492,800

特定資産
　精神神経科学セン
ター積立資産

0 10,000,000 0 10,000,000

小　　計 0 10,000,000 0 10,000,000

合　　計 7,492,800 10,000,000 0 17,492,800

　

３．基本財産及び特定資産の財源等の内訳
　　基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

科　　目 当期末残高
（うち指定正味財産

からの充当額）
（うち一般正味財産

からの充当額）
（うち負債に
対応する額）

基本財産
 土地 7,492,800 (0) （7,492,800） -
小　　計 7,492,800 (0) （7,492,800） -

特定資産
　精神神経科学セン
ター積立資産

10,000,000 （10,000,000） (0) -

小　　計 10,000,000 （10,000,000） (0) -
合　　計 17,492,800 （10,000,000） （7,492,800） -

財務諸表に対する注記

   職員の退職金の支給に備えるため、期末退職給与の自己都合要支給額に相当する 金額を計上している。

（単位:円）

（単位:円）

   債権の貸倒に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等については個別の
   回収可能性を勘案し、回収不能見込み額を計上している。

   賞与の支給に備えるため、支給見込額のうち、当期に帰属する金額を計上している。



4。担保に供している資産

土地19,429,600円及び建物176,064,641円（帳簿価額）は、長期借入金227,051,000円の担保に供している。

５．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高
　　固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

科　　目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高

建物 636,844,420 460,779,779 176,064,641
建物附属設備 452,126,788 406,081,657 46,045,131
構築物 33,400,000 13,801,793 19,598,207
什器備品 68,707,049 62,887,360 5,819,689
医療用器具備品 28,490,828 21,595,563 6,895,265
ソフトウェア 19,876,892 14,903,228 4,973,664

合　　計 1,239,445,977 980,049,380 259,396,597

６．補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高
　　補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は、次のとおりである。

補助金等の名称 交付者
前期末
残高

当期
増加額

当期
減少額

当期末
残高

貸借対照表上
記載区分

＜直接経費関係＞
科学研究費補助金 （独）日本学術振興会 7,769 50,000 49,680 8,089 流動負債

科学研究費補助金 （独）日本学術振興会 231,665 2,500,000 2,580,751 150,914 流動負債

科学研究費補助金 （独）日本学術振興会 487,324 900,000 29,584 1,357,740 流動負債

科学研究費補助金 （独）日本学術振興会 309,068 0 0 309,068 流動負債

科学研究費補助金 （独）日本学術振興会 0 600,000 209,412 390,588 流動負債

科学研究費補助金 （独）日本学術振興会 0 2,000,000 39,657 1,960,343 流動負債

科学研究費補助金 （独）日本学術振興会 0 1,500,000 1,108,606 391,394 流動負債

科学研究費補助金 （独）日本学術振興会 0 300,000 300,000 0
科学研究費補助金 （独）日本学術振興会 0 100,000 0 100,000 流動負債

文部科学省共同利用･共同
研究拠点に係る業務委託

昭和大学発達障害医療研究所 0 500,000 352,557 147,443 流動負債

財団研究助成金
(公財)明治安田こころ
の健康財団 0 500,000 432,798 67,202 流動負債

財団研究助成金：調査研
究助成金

（公財）精神神経科学
振興財団 0 350,001 0 350,001 流動負債

直接費計 1,035,826 9,300,001 5,103,045 5,232,782

＜間接経費関係＞ －

科学研究費補助金 （独）日本学術振興会 0 15,000 15,000 0 －

科学研究費補助金 （独）日本学術振興会 0 750,000 750,000 0 －

科学研究費補助金 （独）日本学術振興会 0 270,000 270,000 0 －

科学研究費補助金 （独）日本学術振興会 0 180,000 180,000 0 －

科学研究費補助金 （独）日本学術振興会 0 600,000 600,000 0 －

科学研究費補助金 （独）日本学術振興会 0 450,000 450,000 0 －

科学研究費補助金 （独）日本学術振興会 0 90,000 90,000 0 －

科学研究費補助金 （独）日本学術振興会 0 30,000 30,000 0 －
財団研究助成金：調査研
究助成金

（公財）精神神経科学
振興財団

0 150,000 150,000 0 －

間接費計 0 2,535,000 2,535,000 0 －

＜その他補助金＞
精神保健福祉士配置促進事業
補助金

東京都 0 3,600,000 3,600,000 0 －

外国人患者受入環境整備推進
事業間接補助事業補助金

一般財団法人日本医療教育財団 0 4,640,000 4,640,000 0 －

東京都医業健保組合インフルエ
ンザ予防接種補助金

東京都医業健保組合 0 133,920 133,920 0 －

医師勤務環境改善事業補助金 東京都 0 5,570,000 5,570,000 0 －

その他計 0 13,943,920 13,943,920 0 －

1,035,826 25,778,921 21,581,965 5,232,782

（単位:円）

（単位:円）

合　　　計



７．指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳

　　指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりである。

（単位:円）
金　　　　額

158,343

158,343

８．　その他
（１）リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リース取引
①　リース物件の取得価額相当額、減価償却累計額相当額及び期末残高相当額 （単位：円）

取得価額相当額
減価償却累計額

相当額
期末残高相当額

器具備品 66,150,720 47,420,350 18,730,370
内訳 ガス器具 4,089,600 2,513,400 1,576,200

コピー機 2,400,000 720,000 1,680,000
レセコン 10,176,000 10,176,000 0
ＰＣ10台 1,233,600 1,156,500 77,100
ＰＣ15台 1,971,360 1,807,084 164,276
ＰＣ4台 433,920 379,680 54,240
カメラ 480,240 40,086 440,154
空調機器 5,994,000 2,497,500 3,496,500
オーダリングシステム 34,182,000 24,497,100 9,684,900
就業管理 5,190,000 3,633,000 1,557,000

②　未経過リース料期末残高相当額

1年内 10,521,336 円
1年超 8,823,126 円
合計 19,344,462 円

（２）貸付金及び貸倒引当金に関する事項

①平成23年度において前々経理係長が行った不正な資金の流用22,925,740円が発覚した。
　  この事実に基づき　平成24年度末　短期貸付金と貸倒引当金を22,925,740円計上した。
②平成25年5月21日東京地方裁判所の判決により20,440,000円が確定した。
③平成30年3月31日現在確定額3,936,443円は、前々経理係長より返済を受けた。
④この結果本事件に係る貸付金及び貸倒引当金簿記末残高は、以下の通りとなった。

　　　　　　　　　　　不正流用額 22,925,740 円
　　　　　　　　　　裁判所確定額 20,440,000 円
　　　　　　　　　　　貸倒切捨額 2,485,740 円
　　　　　　　　　　　返済受入額 3,936,443 円

　　　　　平成30年度3月末残高 16,503,557 円

合　　　　　計

　　　経常収益への振替額

　　　　 減価償却費計上による振替額

内　　　　　容


